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抄録：ウェブサイト，ソーシャルネットワークなどの環境は，交流する場として機能している。掲示
板やつぶやきなどのテキスト形式による交流機能は，交流者同士を結びつける媒体となり，人，環境，
機会は融合することにより学習機会を生み出している。ウェブサイト，ソーシャルネットワーク上な
どの交流の場において，学習者は興味関心に応じた環境，内容を選び，志向を共有する学習者と共に
学ぶことができる。しかし，学習には，方法や目的を誤ることにより良い結果が得られないことも起
こる。本研究は，具体的な学習者の学びに着目し，インターネットにおける学びの現状と問題を分析
し今後のインターネットにおける学習を支援するための手立てを考察するものである。
キーワード：学習，支援，インターネット，モデル
Abstract：A website and a social network service are a place where people assemble. A learning is happen 
anywhere on there. A learner selects the learning place and own learning style. The learning opportunity is 
opened in the Internet. But the learner learning plan fail sometimes. It is necessary to support for the learner 
learning success.  In this study, we analyze the present learnerʼs learning on the website.  And discuss the 
learning design through the Internet.
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インターネットにおける学びとその問題の考察
Consideration of the Learning on the Internet
Ⅰ．はじめに
　Massive Open Online Courses（以下，MOOCs）やKhan 
Academyに見られるように，インターネットを介した学
習は世界規模で広がりを見せている。セカンドライフ，
YouTube，マイスペース，Wikipediaなど，利用者同士が
交流する場所も学習が起こる場として機能する可能性を
秘めている。このようなオープンエデュケーションの機
運は確実に高まっている。
　オープンエデュケーションを構成する要素には３つの
構成要素がある。オープンテクノロジー，オープンコン
テンツ，オープンナレッジである１）。オープンテクノロ
ジーは，公開されているソースコードを利用したり，開
発者同士が協働して開発したソースコードを利用したり
しながら，テクノロジーを開発するスタイルを指す。テ
クノロジーの開発に必要なツールは無償のものも少なく
ないため教育現場に導入されている。オープンコンテン
ツは，すでに多く作られており，インターネットに多数
公開されている。オープンナレッジは，オープンテクノ
ロジーやオープンコンテンツが作られる過程で共有され
る知識や経験を指し，教授者と学習者両方の質的な改善，
利用方法の改善，個体及び全体の教育的知識の増大とい
う教育・学習の進展を可能にするといわれている２）。
　オープンエデュケーションにはブレンデッド・ラーニ
ング，社会的に構築される知識，ボーダーレス教育など
が期待されている３）。ブレンデッド・ラーニングは，物
理的空間世界とバーチャルな世界をネットワークを介し
て知的に統合する学習を指す４）。社会的に構築される知
識は，社会的な相互交流によって構築される知識を指
す５）。ボーダーレス教育は，高度なネットワーク技術を
介して，物理的なものと仮想的なもの，また地理的にも
政治的にも，さらには学術分野についても，境界がなく
なってきている状況において，ネットワークを介した
オープンな教育が様々なものを超越する状況を指す６）。
　オープンエデュケーションの登場により，テクノロ
ジーを利用して，学習者の学びにどのように応えるか，
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どのようにシステムを作るかということについて検討が
求められる７）。
　オープンエデュケーションとして学習を支援するシス
テムの一つとして，e-Learningが利用されている。e-
Learningを利用した学習環境の構築として，島宗らは研
究会や講習会などを手軽にインターネットで動画をライ
ブ配信するシステムを構築し，地域における教育資源を
広く活用できるように試みている８）。また，島宗は問題
解決のための思考力を対面での講義や指導を行わずにオ
ンラインの掲示板で訓練することを試みている。その結
果として数多くの多様な思考例を提示することが問題解
決的思考を訓練するために有効であることを見出してい
る９）。益子らは研究者としての教師には，探究活動を行
いつつ，自らの教育実践の改善を図る能力を身に着ける
ことの重要性を指摘し，研究コミュニティの中で自らの
教育改善の試みを継続していくことが必要であると指摘
している。このために，特定の研究コミュニティにおい
て教育研究情報を蓄積し，活用することのできるシステ
ムを開発している１０）。このように，e-Learningを利用し
た学習環境の構築が試みられている。
　e-Learningを利用した学習支援のためには，学習者の
学習が成立する要件について検討することが求められる。
森田は通常の大学で行われる高等教育・研究活動を，い
つでもどこでも行えるようした遠隔学習環境を教育工学
会の定義を用いてバーチャル・ユニバーシティと呼んで
いる。テキサス大学における遠隔学習プログラム・コー
スの資料集を行い，遠隔学習を成功させるための要因と
して学習者とのインタラクティビティの重要性と大学教
官自身による教授デザインの必要性を指摘している１１）。
また，川上らはドリルやテストという名で練習問題を提
供する機能が備わったドリル教材を大学の授業における
自習課題として試行的に提供し，遠隔教育におけるイン
タフェースや機能のあり方，システムの開発・運用上の
課題などについて検討を行っている。結果として，遠隔
教育における学習ツール，その利用を通じた学習活動の
マネージメントと視点の必要性を見出した１２）。
　学習マネージメントの他に学習が成立するために，西
之園は職場そのものを学習の場としてとらえ同僚教員と
協力しながら学習する組織を作り，遠隔学習による支援
を提案している１３）。 西は遠隔教育にとって最も重要なこ
ととして，学習者の信頼感と学習意欲，教育する側での
誠実な対応，そして学習者の既習知識や能力から出発し，
学習後に修得される知識や能力を明確にする分析を実施
することを論じている１４）。
　これらの先行研究に示されるようにe-Learningにおけ
る学びは学習者の学びを支援するために有効な手段とし
て認められている。e-Learningによる学びに代表される
ように，インターネットを介して行われる学習は広く行
われるようになっているが，学習者自身による学びには
学習者が期待した学習成果が得られない場合も少なくな
い。本研究では，具体的な学習者の学びに着目し，イン
ターネットにおける学びの現状と問題を分析し今後のイ
ンターネットにおける学習を支援するための手立てを考
察するものである。
Ⅱ．個人の学習
　人は身近にいる人や自然現象などから自己が生きる世
界を認識し，人を真似，技術を模倣し，考え方に触れる
ことによってその役割や有用性を認識する。これらの認
識の上に知識と技術を活用し新たな物や考え方を創り出
しながら成長している。この過程において，人は失敗と
成功を繰り返しながら，絶え間なく必要な知識，技術，
考え方を学んでいる。
　学習者の学びは何気ない疑問を抱くことからはじまる。
学習者は疑問を解決するために，人や本などから答えを
導きだそうと試み，様々な知識，技術，考え方に触れる
ことになる。この時，同じ疑問を抱く仲間に出会うこと
もある。仲間同士で疑問を共有し，学習者同士で支援を
教授しながら，学びを深めることで疑問を解決に導く。
わかることの楽しさを得られることにより，興味はさら
に深まり，学びへの意欲を高めることになる。このよう
に，何気ない疑問を解くことの興味から学びが始まり，
疑問がわかることの楽しさが得られるまでの学習の流れ
が存在すると考えられる。この一連の流れを個人の学習
が成立するまでの学習成立段階として図１に示す。
図１．学習成立段階
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　学習が成立するまでの要件に着目すると，学習者に内
在する内的要件と学習者に外在する外的要件に分けられ
る。学習者に内在する内的要件とは，学習者自身の思考
に基づくものである。学習者は，学習者自身が見つけた
疑問に対する答えがわかると，学ぶことの楽しさに気づ
き，学習者の学習に対する興味が向上する。そして再び
学習の機会をみつけ学習の流れに入ることとなる。この
個人の思考の流れから興味，わかること，楽しさが図２
に示すように相互に連関して内的学習成立要件として成
り立つと考えられる。
　興味，わかること，楽しさの一つが欠けると学習の成
立は困難となる。学習者に苦手意識が芽生えたり，学習
意欲が削がれたりする場合は，これらの要素の一つが欠
けた状態にあると考えられる。興味，わかること，楽し
さのすべてが相互に関連し満足されることによって学習
は成立することとなる。
　学習者に外在する外的要件とは，学習者の学習を強化
する人，環境，機会に基づいている。学習者は身の回り
にいる人，環境から学んでいることを考えると，図３に
示すように人，環境，機会が相互に連関して外的に学習
を支える要素として成り立つと考えられる。人，環境，
機会から成り立つ外的要件によって学習は強化され，学
習者の興味，わかること，楽しさは，最大化され，個人
の学習はより強化されることになる。これらの内的要件
と外的要件を組み合わせ学習を支援するための学習支援
構造を構築した。図４に示す。学習を支援することの目
的には，学習者自身の成長を支援することにある。教員
は学習者に対して答えを与えることは容易であるが，教
員自身は学習者に対して学び続け，自分自身で道を切り
開く力が芽生えることを期待している。従って，学習者
自身が学ぶことの喜びや学ぶことの良さに気づくことが
できるよう学習者に内在する興味，わかること，楽しさ
を最大化するために，外的要件である人，環境，機会を
用意し，意図的に学習者に働きかけることで学び続ける
姿勢を求め学習者自身の成長を促す。
　学びの意欲を持つ学習者の意図に反したものが提供さ
れることは，学習を阻害する要因となる。学習者の学習
を支援するためには，学習者自身が生まれながらにして
学習する存在であることに留意し，学習が阻害されない
よう，学習者の求める学びが尊重されるように配慮する
ことが求められる。
　
Ⅲ．インターネットを介した個人の学習
　インターネットを介した個人の学習の現状を明らかに
するための事例分析を行う。分析対象は鳴門教育大学遠
隔教育プログラム「現代教育実践論」を対象とした。「現
代教育実践論」は，遠隔地の学習者と大学の教員がイン
ターネットを介した授業を行っており，学習者は図５に
示すような対面授業，掲示板，授業動画，授業資料，レ
ポート課題の５つの学習媒体を利用して学ぶ仕組みをと
る。学習者は同時間通信による教員との交流により修士
論文や専門科目の学習指導を受ける。また，学習者は授
業動画や授業資料など学習資源が蓄積された学習管理シ
ステムにアクセスすることにより，時間にとらわれるこ
となく学習者の学習リズムに応じて学習することができ
る。掲示板による学習者同士のやりとりやレポート課題
の添削結果などは情報として蓄積され，学習者自身によ
図２．個人の内的学習成立要件
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る振り返り学習の材料や教員による学習者分析のための
材料として利用することができる。
　具体的な学習者の学習分析対象には，学習者の発言や
作成した資料についての意見交換が行われる掲示板を選
定した。学習者による掲示板の書き込み頻度，書き込み
時間，書き込み内容について分析し，インターネットを
介した学びの現状を明らかにする。
　調査期間は，２０１５年８月１日から８月７日までの一週
間とした。まず，学習者による掲示板の書き込み回数を
調べた。結果を図６に示す。８月１日から８月７日まで
の間にA，B，Cの３名から書き込みが見られた。A，B，
Cの３名の書き込み日時から各学習者の学習タイミング
が必ずしも一致しないことがわかる。また，連日の継続
した書き込みは行われず，１日に複数回の書き込みが行
われる傾向があることがわかった。これは，A，B，Cの
各学習者が働きながら授業を受けており，授業が数回分
まとめて受けられること，掲示板への書き込みが数回分
まとめて行われるために起こったと考えられる。仕事を
抱える学習者は，長期休暇期間に学習する機会が得られ
やすい。これらのことから，仕事を抱える学習を支援す
る場合には，長期休暇期間も含めて学習機会を用意する
ことが仕事を抱える学習者に有益な学習機会がもたらす
ことになると考えられる。
　次に，学習者の掲示板への書き込み時間を調べた。学
習者の具体的な学習時間は，早朝に学習する場合，深夜
に学習する場合，早朝や深夜の双方に学習する場合の３
つの場合が考えられる。図７に学習者の学習時間モデル
を示す。仕事を抱えながら学習する場合，学習時間は仕
事の勤務時間外，早朝や深夜などに学習されることを想
定することができる。時間をつくることができる学習者
の場合は，早朝や深夜ではなく，主に日中に学習される
ことを想定することができる。
　最後に，学習者の掲示板における書き込みの内容につ
いて分析を行った。結果を図８に示す。掲示板の議論の
テーマは，学校における生徒指導と家庭教育の連携を題
材としたものである。掲示板の議論に対する学生の書き
込み内容は，学習者自身の経験に基づいた内容が書かれ
る場合が少なくない。学習者が働いている場合は，仕事
に有効な内容を取り扱うことにより学習者の仕事場も学
びの場となり，学習効果が高まると考えられる。
　いつでもどこでもではなく学習者の実情に応じて学習
は行われており，それぞれの学習スタイルに応じること
ができるよう，人，環境，機会を用意する必要がある。
さらに，学習者の置かれる環境を学習環境として組み込
むことにより学習者の学習はより有益となることが考え
られる。
図６．学習者による掲示板書き込み回数の推移
図５．現代教育実践論における学習媒体
対面授業
掲示板
授業動画授業資料
レポート課題
遠隔教育
0 0
2
0 0
3
0
5
1 1
3
0 0
2
4 4
0
1
2
3
4
5
6
8᭶1᪥ 8᭶2᪥ 8᭶3᪥ 8᭶4᪥ 8᭶5᪥ 8᭶6᪥ 8᭶7᪥
A
B
C
᭩䛝㎸䜏ᅇᩘ
᪥௜
№３０ ３９
Ⅳ．インターネットを介した学習の課題
　e-Learningなど情報通信機器を利用した学習は，遠隔
地からの学習支援，学習資源の提供，学習履歴を用いた
個別の学習支援などに有用性が認められている。しかし，
こうした学習を支援する場合には，いくつかの課題が挙
げられる。
　学習者に関わる課題について考える。近年では，授業
を動画として保存し，自主学習に利用されることも少な
くない。動画は教室内で再現することが困難な自然現象，
科学実験，社会事象など教室内に持ち込むことを可能と
し，学習者の学習理解の一助となっている。しかし，動
画を利用する場合，学習者の中心的な活動は見ることに
なる。このため，長時間の動画は学習者の集中力を削ぐ
可能性がある。Edgar Dale（以下，デール）の視聴覚機
器を用いた学習についての実験１５）によると，映画などの
映像情報の記憶は２週間後に５０％以下の確率で記憶に
残らないこともわかっている。図９にデールが提唱した
学習のピラミッドを示す。学習のピラミッドの低層は学
習者の能動的な活動を示している。学習のピラミッドの
中層から上層にかけては学習者の受動的な活動を示して
いる。実際にやってみる，体験をシミュレーションする，
プレゼンテーションする，話をする，議論に参加するな
どの能動的な活動は学習者の７０％〜９０％が記憶してお
り，これらの能動的な活動は学習者の記憶に残りやすい
ことがわかる。対して，現場を見る，デモンストレーショ
ンを見る，展示を見る，映画を観るなどの観察要素を含
む活動は学習者の記憶に残る可能性が５０％以下になる。
さらに，見る，言葉を聞く，読むなどの活動は記憶に残
る可能性が３０％以下になる。この実験結果から動画を利
用する際には，動画の視聴時間を短縮することや動画を
見ながらメモするなど，能動的な学習活動を加える工夫
図８．学習者による書き込み内容
テーマ
学校における生徒指導の必要性や家庭内における教育の必要性が議論されていますが，これらについて思われること，
意見などお書きください。
（2015/8/11）教員解答（2015/8/7）学生解答
学校－家庭－地域と一緒になって子供の教育をしていき
ましょう，という姿勢，とても大事なように思いました。
数年前に現職の先生と一緒にある中学校を視察させてい
ただいたのですが，そこでは保護者と先生，さらに地域
の方も交じっての信頼関係がよくとられていました。そ
のような学校では特にクレームもなく，みんなで子供を
育てるという雰囲気があったように感じています。
おっしゃるように，学校も家庭も地域も子供の教育を丸
投げするようでは，子どもはかわいそうですね。
かつて生徒指導主事をやっていました。生徒も多かった
ので，学校の内外でいろいろなことが起こっていました。
そのときよく言われたのが，子どもの教育は学校や家庭
だけでやるのではない。むしろ，学校－家庭－地域の３
つが，それぞれの立場でできることを行っていかなくて
はならない，と言われました。なので学校と家庭や学校
と地域の関わりは大切にし，常に一緒に子どもの教育を
していきましょう，と呼びかけています。しつけに関し
ても，それぞれの立場でできることがあると思います。
学校や家庭や地域に丸投げするようでは，その中の子ど
もはかわいそうです。
時間
学習機会
早朝に学習する場合
深夜に学習する場合
早朝・深夜に学習する場合24：00
14：00
5：00
図７．学習時間モデル
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が求められる。例えば，Kharn Academy１６）のように，テ
キストの読解，プログラムの入力，論述の記入，ディス
カッションに対する記述など学習に自分自身の考えを入
力する機会があれば，学習者は学習する機会が生まれる。
また入力することにより，学習結果も残り，教員からの
フィードバックを得ることもできる。さらには，自分自
身の学習に対する振り返りも可能となる。
　ただし，入力することによるデメリットも考えられる。
例えば，ディスカッションのために掲示板機能を活用す
る際，コメント入力欄にテキストベースで意見を書き込
むと文脈の読み間違いをしてしまい相手の意図を間違え
て読み取る場合がある。また，教員が指導する際には対
話で指導するよりも数倍に時間がかかり，文脈の読み間
違いが起こる可能性もある。このため，文章を入力する
際には文章の文脈を読み間違えないよう，主語述語の関
係に注意しながらあいまいな表現を避けるよう工夫する
ことが求められる。
　次に教員に関わる課題について考える。教員は，学習
者のために教材を作成し，学習者の求めに応じて指導助
言を行う。通常の教室で行われる授業の場合，本やプリ
ントなど手作りの教材を学習者の目の前に示すことがで
きるがe-Learningを利用した学習のようにコンピュータ
やインターネットを活用する場合は，教材そのものをテ
キスト化，映像化するなどの処理が必要となる。図１０
に教材作成から成績評価までの学習支援完了までの時間
の推移をまとめた学習支援時間モデルを示す。授業運用
の中では，教材の作成に最も時間が必要となる。例えば，
６０分の授業映像を教材として利用することができる状
態にするまでに撮影と編集の時間を合わせて１２時間以
上必要とすることも少なくない。これは，映像や音声の
修正，カット編集，テロップ挿入などの細かな編集作業
が含まれるためである。市販の教材や他者の制作物など
著作権に関わる教材が含まれる場合は，著作権者に対し
て著作権の利用申請を要するため，時間はさらに必要と
なる。著作権申請しても申請者と連絡が取れない場合，
巨額な利用料金が必要となる場合，申請許可がおりるま
でに数か月の時間がかかる場合もある。
　学習支援の指導助言にも課題は生じる。インターネッ
トを介した先の学習者と交流する際，その交流がテキス
ト形式で行われることも少なくない。テキスト形式によ
る交流では，時間に縛られない利点がある。しかし，教員
は学習者の書き込みに対して常に注意し，学習者からの
質問や疑問に答えることが求められる。学習者の書き込
みの時間が不規則な場合，教員の書き込みが深夜になる
場合もある。質問や意見など掲示板に書き込みがあれば，
それに対してすぐさま返答することが求められることが
学習支援面での一つの課題として指摘することができる。
学習者数が多い場合，質問対応数や成績処理の数も増え
る。このため，あらかじめ学習期間を設定することによ
り，学習者の学習時間と教員の指導時間を決めることで
教員が常に学習者の学習に注意を払わねばならない状況
を回避する手段がとられることも考える必要がある。
　コンピュータを介せども，人の綿密な支援と細かな学
習デザインが求められる。インターネットは人を結びつ
け，学習資源を結びつける。様々な人と学習資源を意図
的に用意することにより学習者に選択肢を提供し，自ら
学習計画を立てることができるように支援する。学習者
自身が選んだ方法により良い結果が得られるように支援
することが教員に期待される。学習者はともに学習する
仲間を得ることが可能となり，自ら主体的に学ぶ機会と
環境を得ていく。そして，学びは個に応じたものに特化
していくものと考えられる。
図９．学習のピラミッド　（出所：Edgar Dale15））
プレゼンテーションする
体験をシミュレーションする
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Ⅴ．結びにかえて
　コンピュータやインターネットは学びの意欲をもつ学
習者に対して，学習機会，学習環境，学習支援者を結び
付けた。学習者は学びの意欲があれば，世界中のどこか
らでもインターネットを介することで学習することが可
能となっている。学習機会が多様化する時代においては，
学習者自身が学習目標，学習計画，学習内容，学習方法
などを自己分析し，学習者自身に適した学習を選ぶこと
になる。教育者は，様々な学習者の要求に対して学習資
源を用意し，様々な専門分野を持つ教員を配置すること
が求められる。そして，学習者に対して学習内容の答え
を示すのみではなく，学習者が描く夢を叶えられるよう
に学習者の学習計画やキャリアプランに対する助言や指
導が求められることになる。
　学習者は学習機会，学習環境，学習支援者，学習内容
に関する情報を様々な情報源から得ることができる。
ソーシャルネットワークを利用することにより，学習者
間の情報交換は活発化している。学習計画やキャリアプ
ランに対する計画が明確である学習者であれば情報収集
には余念がないはずである。
　学習の機会を提供してきた教育の世界も情報が氾濫し
ている時代の中で競争が始まっている。学習者は学習計
画やキャリアプランを満たすためにより良い学習機会，
学習環境，学習支援者，学習内容を求めている。
　コンピュータやインターネットを学習に用いるために
は費用と時間が必要となる。しかし，コンピュータやイ
ンターネットが情報を発信する機械であるならば，教育
者は学習者に対して有益な情報を提供することも可能と
なる。世界に向かって情報を発信することにより地域に
貢献することができる。その過程で自身の学習支援行為
を省察する機会も得られ学習支援方策の向上にもつなが
ることが期待できる。学習者は生まれながらにして持つ
学びの欲求を満たすために本当に興味深いことに出会う
ことを期待している。教育者にとって，コンピュータや
インターネットは，改めて学びを捉えなおす機会を与え
てくれているのかもしれない。
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